
昨年 1 年間の長崎市にまつわるこの数字は何でしょう ? 
（答えは次のページをご覧ください）

１１２件

27人

1億8,360 万

1,000円
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特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！



火
災
は
増
え
て
る
の
？

▼
平
成
28
年
の
火
災
件
数
（
市
内
）

は
１
１
２
件
で
、
平
成
27
年
か
ら
17

件
増
加
し
ま
し
た
。
約
３
日
に
１
件

発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
火
災
に
よ
る
死
者
が
５
人
（
前
年

か
ら
６
人
減
）、
負
傷
者
は
22
人
（
前

年
か
ら
７
人
増
）
で
し
た
。

危
険
な
建
物
火
災

　
平
成
28
年
の
火
災
の
う
ち
、
建
物

火
災
は
67
件
起
き
て
お
り
、
そ
の
う

ち
約
７
割
が
「
住
宅
火
災
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
の
火
災
と
比
べ
る
と

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
率
は

高
く
な
り
、
建
物
火
災
で
亡
く
な
っ

た
か
た
の
約
８
割
が
住
宅
火
災
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

「
坂
の
ま
ち
」
長
崎

　
長
崎
市
の
地
形
は
、
平
地
に
乏
し

く
、
市
街
地
の
大
部
分
が
山
腹
ま
で

階
段
状
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
斜
面
地
で
は
、
住
宅
が
密
集
し
て

立
ち
並
ん
で
い
る
た
め
、
車
が
入
れ

な
い
場
所
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。い
っ

た
ん
火
災
が
起
き
る
と
、
消
防
隊
が

消
火
を
始
め

る
の
が
平
地

に
比
べ
遅
く

な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
階

段
や
狭
い
道

路
の
た
め
に
、

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た
が
避

難
す
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
多

く
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
坂
の
ま

ち
」
長
崎
は
、
火
災
へ
の
備
え
が
特

に
重
要
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

防
火
に
対
す
る
深
い
認
識
と
初
期
消

火
活
動
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

過
去
の
火
災

市
内
で
実
際
に
あ
っ
た
事
例

　
住
宅
が
密
集
し
た
地
区
の
木
造
２

階
建
て
の
住
宅
で
、
壁
付
け
コ
ン
セ

ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
か
ら
出

火
。
家
人
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

警
報
音
に
気
づ
い
て
通
報
し
ま
し
た
。

こ
の
火
災
に
よ
る
人
的
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
風
に
あ
お

ら
れ
て
、
近
隣
の
住
宅
に
も
延
焼
し
、

６
棟
の
家
屋
に
被
害
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
木
造
家
屋
が
密
↖

今
年
に
入
り
、
市
内
で
火
災
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
た
だ
、
火
災
の
大
半
は
わ
た
し
た
ち
の
心

が
け
と
行
動
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

・密集した木造住宅
・空き家の増加
・階段や通路が狭く、消 
　防車の進入が困難

斜面地が持つ
火災のリスク

特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！

　前のページの数字は、（上から）平成 28 年に長崎市で起きた「火
災件数」、火災による「死傷者数」、「損害総額」です。
　先月、市内でも火災が発生し、高齢者が犠牲となりました。
　火災から尊い人命や貴重な財産を守るためには、火災の発生防止
と円滑な初期消火活動が大切です。そのためには、市民一人ひとり
の火災予防への理解と協力が必要です。

やっておけばよかった……
ではもう遅い！

【問い合わせ】予防課 ☎ 822-0429
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特集 夏のイベント紹介特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！

特集

↙
集
し
た
地
区
で
は
、
斜
面
地
と
同

じ
よ
う
に
、
消
防
車
が
進
入
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
通
路
な
ど
が
多
く
、

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

火
災
を

起
こ
し
て
し
ま
う
と
…

　
一
般
的
に
、
重
大
な
注
意
力
を
欠

い
た
こ
と
で
失
火
し
た
場
合
、
損
害

を
賠
償
す
る
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油

す
る
と
き
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消

さ
ず
に
給
油
し
た
こ
と
で
、
ス
ト
ー

ブ
の
火
が
こ

ぼ
れ
た
灯
油

に
着
火
し
て

火
災
が
起
き

た
場
合
な
ど
、

責
任
を
問
わ

れ
た
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。

火災を起こさない ～家庭で～

わ
た
し
は

火
災
を
起
こ
さ
な
い！

　
市
内
で
発
生
し
た
火
災
の
原
因
を

見
て
み
る
と
、「
こ
ん
ろ
」
な
ど
住
宅

で
起
き
た
火
災
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
暖
か
く
な
っ
て
き

た
と
は
い
え
、
暖
房
器
具
な
ど
の
取

り
扱
い
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
の
心
が
け
と
行
動
が
、
市

内
の
火
災
件
数
を
減
ら
す
こ
と
に
直

接
つ
な
が
り
ま
す
！

平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年

1位 たき火
21 件

たき火
21 件

放火
17 件

たき火
12 件

こんろ
18 件

2 位 たばこ
20 件

電気器具・配線
15 件

電気器具・配線
12 件

電気器具・配線
11 件

放火
15 件

3 位 こんろ
18 件

たばこ
14 件

たばこ
11 件

放火
11 件

たき火
13 件

4 位 放火
17 件

こんろ
9 件

こんろ
11 件

たばこ
10 件

電気器具・配線
13 件

5 位 電気器具・配線
8 件

火遊び
9 件

たき火
10 件

こんろ
8 件

たばこ
11 件

原因 ☑　チェック

こんろ
□　火を消さずにこんろから離れ 
　　てしまう
□　こんろの周りに燃えやすいも
　　のがある

放火 □　家の周りに燃えやすいものを
　　置いている

電気器具
・配線

□　タコ足配線をしている
□　コンセントにほこりがたまっ
　　ている

たばこ
□　寝たばこをしている
□　吸い殻を水にぬらさずに捨て
　　ている

家庭でチェック！
～あなたの家庭の危険度は？ 防火診断～

火災原因の多い順に、家庭の状況をチェックしましょう（たき火を除く）。当て
はまるものがあれば、改善しましょう。すぐに安心度がアップします！

「野焼き」は禁止されています！！ 　 焼却炉を使用せずにごみを燃やす
行為（いわゆる「野焼き」）は、原則禁止されています。

いざというときに備えて
家庭での設置が義務づけられている住宅用火災警報器はもちろんのこ
と、消火器も準備しておきましょう。
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特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！

火災を広げない ～地域で～

初
期
消
火
用
具

　
車
が
入
れ
な
い
場
所
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
赤
い「
初
期
消
火
ボ
ッ
ク
ス
」の
中
に
、ホ
ー

ス
と
消
火
栓
の
ふ
た
を
開
け
る
た
め
の
金
具
が

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
箱
の
中
に
は
、
消
火

活
動
を
す
る
た
め
の
説
明
書
が
あ
る
の
で
、
地

域
の
人
が
協
力
し
て
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
ど
こ
に
あ
る
か
日
頃
か

ら
確
認
し
て
、事
前
に
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
自
治
会
な
ど
で
初
期
消
火
用
具
を
使
っ
た
消

火
訓
練
を
行
う
と
き
に
は
、最
寄
り
の
消
防
署
、

ま
た
は
、
地
域
の
消
防
団
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
訓
練
に
は
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。 斜

面
地
・
住
宅
密
集
地
の

不
安
を
解
消

「
長
崎
市
指
導
消
防
団
員
」誕生

！

　
地
域
の
防
火
防
災
で
中
心
的
な
役
割
を
担
う

「
長
崎
市
指
導
消
防
団
員
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
消
防
局
で
独
自
に
始
め
た
取
り
組
み

で
す
。

　
市
内
の
分
団
か
ら
推
薦
さ
れ
た
団
員
は
、
昨

年
、
消
火
や
救
急
な
ど
の
専
門
的
な
講
習
を
受

け
、
１
０
９
人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
地
元
を
熟
知
す
る
団
員
と
し

て
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
中
心

と
な
っ
て
活
躍
し
ま
す
。

新
た
な
防
火
防
災
の
け
ん
引
役

広報ながさき編集担当者が初期消火用具を体験！

家
庭
で
の
火
災
予
防
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
の
初
期
消
火
が
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

使用経験のない担当者が、初期消火
ボックスを開けてから、放水ができる
ようになるまでにかかった時間は２分
15 秒。実際の火災現場まで移動した
り、新たなホースをつないだりすると
なると、さらに時間が必要です。日頃
の訓練が大切だと痛感しました。
※管理されている自治会の立ち会いの
もと、体験しました。

①ボックスを開けて、手順を確認する。
②消火栓のふたを開ける。
③消火栓にホースを取り付ける。
④ホースに筒先を取り付ける。
⑤消火栓を開いて放水する。
※一般的な手順です。用具により異な
ることがありますので、訓練などを通
して確認しましょう。

①

②

④

③⑤

特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！
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特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！特集 夏のイベント紹介

消
防
団

▼
69
個
分
団
、
２
８
０
３
人
（
平
成
29
年
２
月

現
在
）

▼
歴
史
…
明
治
27
年
４
月
、
公
設
長
崎
消
防
組

が
誕
生
。
昭
和
22
年
９
月
に
、
消
防
団
と
し
て

33
個
分
団
、
１
６
１
９
人
の
陣
容
で
発
足
し
ま

し
た
。

▼
地
域
に
お
け
る
防
火
防
災
の
要
と
し
て
幅
広

い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

▼
３
２
３
ク
ラ
ブ
、
３
万
７
９
１
７
人
（
平
成

29
年
２
月
現
在
）

▼
歴
史
…
昭
和
38
年
11
月
、
市
中
心
部
か
ら
遠

隔
地
で
、
密
集
地
で
あ
る
式
見
町
に
第
１
号
の

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
誕
生
。
そ
れ
以
来
、
市
中

心
部
や
高
台
の
家
屋
密
集
地
な
ど
を
中
心
に
結

成
が
進
み
ま
し
た
。

▼
火
災
予
防
に
は
市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意

識
が
大
切
で
す
が
、
家
庭
の
主
婦
を
中
心
に
組

織
さ
れ
て
い
る
の
が「
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」で
す
。

現
在
、
市
内
全
域
に
広
が
る
大
き
な
組
織
に
成

長
し
て
、
市
民
防
火
組
織
の
中
心
的
な
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ

▼
40
ク
ラ
ブ
、
１
０
４
２
人
（
平
成
29
年
２
月

現
在
）

▼
歴
史
…
昭
和
52
年
、
自
治
会
、
子
ど
も
会
な

ど
の
地
域
単
位
に
２
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

▼
火
災
予
防
の
知
識
を
学
ん
だ
り
、防
災
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
た
社
会
人
と
し
て
の
将
来
の
成
長

を
期
待
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
し
て
い

ま
す
。
主
に
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

▼
93
ク
ラ
ブ
、
９
３
６
９
人
（
平
成
29
年
２
月

現
在
）

▼
歴
史
…
昭
和
55
年
12
月
、
第
１
号
の
ク
ラ
ブ

が
誕
生
。

▼
子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
ほ
と
ん
ど

は
、
幼
年
期
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
火
災

の
恐
ろ
し
さ
と
火
の
用
心
の
大
切
さ
を
認
識
さ

せ
る
た
め
結
成
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

火
災
か
ら
地
域
の
人
命
・
財
産
を
守
る 

～
市
民
の
活
動
～

平成 28年 平成 29年
火災件数 112 件 ？件
死傷者数 27 人 ？人

損害総額 1 億 8,360 万
1,000 円 ？円

消防局は斜面地や住宅が密集した地区での火災予防活動を進めています
▶新しい消防車両を導入しています
①車体の小型化
②水槽付きポンプ車
の配置
③ホースの軽量化
などの特徴があり、
災害現場で早い消火
活動ができます。

　▶初期消火用具を設置しています
　▶自治会や消防団と合同で消防訓練
　　を実施しています
　▶火災の発生を想定した消防計画を
　　立てています

火災からまちを守る ～消防局～

火災は必ず減らせます
　「調理中はこんろから離れない」「消火器を用意
しておく」「コンセント周りを掃除する」など…、
この特集を読まれて気づいたことなど、火災を起
こさないためにできることは何でも取り組んでみ
ましょう。
　あなたの心がけと行動で、今年の長崎の火災は
必ず減らせます。

消防団員募集中！
18 歳以上の市民であれば、性別、職業を問
いません。現役学生で活動する団員もいます。
地域の安全安心を守るため、あなたのチカラ
を活かしてみませんか！ 詳しくは予防課市
民消防係（☎ 822-0425）まで。

900L 水槽付き消防ポンプ自動車

長崎市消防団
PR動画

特集 やっておけばよかった…… ではもう遅い！
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